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★☆齋藤理事長メッセージ☆★

皆様こんにちは、社団法人入間青年会議所（入間JC）理事長の齋藤です。入
間JCのメールマガジンにご登録くださいましてありがとうございます。入間JCの色々
な事業のことや、地域の情報をお伝えしていますので、今後ともよろしくお願いいた
します。特にこれからの季節は、経営セミナー、わんぱく相撲など色々な事業がめ
じろおしです。詳細が決まり次第ご案内いたしますので奮ってご参加下さい。ところ
で皆様は、今年はお花見にいきましたか？私は桜の花の下でお酒を飲むといつも
「日本人に生まれてよかったなと」思います。最近は色々な日本の伝統文化が廃
れていく中で、お花見だけは年々盛況になっていくような気がします。私が行った公
園は若い人のグループも結構多くて、この日ばかりは日本酒で盛り上がっていまし
た。現在、日本青年会議所（日本JC）は歴史問題や皇室典範改正問題を取
り上げて「日本のこころ」を見直そうという運動をしていますが、私もこんな身近なと
ころからから少しづつでも日本の文化が見直されていけばいいなと思っています。
ご興味のある方は
日本JCのホームページhttp://www.jaycee.or.jp/2006/もご覧下さい。
また入間JCのホームページhttp://iruma.jp/jc/の理事長からのメッセージの欄に
も色々と書かせていただいておりますのでご意見、ご感想がありましたらお気軽に
irumajc@ictv.ne.jpまでメールしてください。
 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　入間青年会議所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３０代理事長　齋藤良徳
＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊
★☆事業報告☆★

これからのキーワードは人間力・・・
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3月第2例会　「人間力を学び、感じよう！」

最近、世間で「人間力」という言葉が浸透しつつあると思います。特に企業経営
者の方で人間力という言葉をおっしゃる方が増えてきたと感じます。たかの友梨ビ
ューティクリニックのたかの友梨社長やグッドウィルグループの折口雅博社長など多
くの経営者が人間力に注目されています。近年（社）日本青年会議所（日本JC
)でも人間力開発運動に取り組んできており（社）入間青年会議所（入間JC）で
も3月12日（日）3月第2例会において人間力研修【メンバー対象】が行われました。
講師に（社）埼玉中央青年会議所（埼玉中央JC）のOBであられる戸井田章先
輩をお招きしての開催となりました。今回は3部構成でプログラムが行われ第1部は
人間力を理解する為に日本JCのなりたち・太平洋戦争時における、ひめゆり学
徒隊のお話をもとに人間力とは何なのかを戸井田先輩からお話をして頂き第2部
は委員会メンバーの佐々木聖美君が坂本龍馬の生涯から人間力を学ぶという委
員会オリジナルのプログラムを行いました。幕末と言う激動の時代を生き抜いた龍
馬の中に人間力を見い出す事が出来る内容でした。第3部では戸井田先輩から
ダイアードプログラムと言う実践的なプログラムを行って頂きました。人におもいを伝
える事は出来るのか。人は変わる事が出来るのか。人は変わらなきゃいけないんだ。
そんなおもいを感じる事の出来るプログラムでした。人間力は一言では説明できな
い物でしょうし一朝一夕で得られるものじゃないと思いますが半日の及ぶ研修が参
加者の中に人間力の種を植える事が出来たはずです。
＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊
 

★☆入間JC最新情報☆★
４月第２例会　４月２５日(火)【メンバー対象】

「真に自立したまちの実現のため」というテーマで、なぜ、真に自立したまちの実現
が必要なのか、再度原点に立ち返り、委員会メンバーが調査研究をしたものを発
表します。人口の高齢化、公共事業等を切り口にして市長村合併が破綻した現
在の入間市の現状と今後の問題点を認識していただきます。また、真に自立した
まちをつくるために必要な手法や選択肢を近隣自治体との比較、取り組み例を紹
介し、理解を深めていただきます。まちづくり意識アンケート、現状意識調査の結果
を今後の市民と行政の協働によるまちづくりのありかた、また、効果的な行政の枠
組みについて、現状の問題点を認識していただき、皆様に意識の高揚と理解を深
めていただきます。
講演の内容に興味のある方で２０～４０才の方ならばどなたでもご参加頂けます。
ご希望の方はお名前ご連絡先を明記の上、事前にこちらまでメールを頂ければこ
ちらから折り返しご連絡させて頂きます。
ご連絡先メールアドレスirumajc@ictv.ne.jp
ＦＭチャッピー　毎週月曜「きままにティータイム」内でも最新情報を放送していま

す。１０：３０～１０：３５にパーソナリティーの篠田敬子さんとメンバーが最新の情

報を番組内でも放送しています。

４月の出演者　　　１７日社会開発委員会の片岸克史副委員長が出演します。

                           ２４日広報・会員開発委員会の荒田定之君が出演します。

５月の出演者　　　　１日総務委員会の齋藤達也君が出演します。

                           　８日総務委員会の森下　 卓君が出演します。

番組を放送しているエフエムチャッピーのHPはこちら↓
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　　　　http://www.fmchappy.jp/
 
＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊

★☆ビジネスＮｅｗｓ＠いるま☆★

 私たち、社団法人入間青年会議所には多業種のメンバーが在籍しております。
そこで、このコーナーは業界では常識だけど、一般の方には「へぇ～！」っとなるよ
うな、耳より・お役立ち情報をお届けしたいと思います。今回は、観光業の達人
よりコメントいただきました。
寒い冬を貫け、４月になると温度だけでなく、心まで温まるといいですね。なんと
なく何処かに行きたいなと誰もが感じる季節ですが、誰もが何処かに行きたいと
感じると何万人の民族大移動、渋滞が毎年のように必ずおこります。近年はか
なり時間差による大渋滞は減少化してきているように思えますが、それでもゴー
ルデンウィークなどの大渋滞はさけられません。日常あまり車の運転をしない方が
ゴールデンウィーク中は多く出現しますので道の流れは自然と悪くなります。計画
した旅行も思うようには進まないことがおこります。旅行計画を立てる時は、独り
よがりな計画はなるべく立てないほうがよいでしょう。どうしても大渋滞時にはまっ
てしまった時はあせらずに、自分だけが大変な思いをいているのではなく、他の人
達も同じ思いで運転していることを感じましょう。終わらない渋滞はありませんから
ね。それと最近、運転をしている時に感じることで、とても気になることが、方向指
示器を出さない、もしくは出すのが遅い車、暗くなったり、トンネルの中でライトをつ
けない車が増えていることです。両方に共通するのは周りの車に対してする行為
だという事です。事故をしない為には周りの車に解りやすい運転をする事が何より
大事でしょう。それと大型車は小型車と比較すると制動力が落ちます。信号機な
どの変化には早めに対応する為に歩行者用信号を常に見ています。これは観光
バスという特殊な条件(車内で人が立っている場合がある）ためで、急ブレーキを
避ける必要性があるために絶えず歩行者用の点滅を確認し運転をしています。
更に左サイドミラーも死角があるので常に見ています。右サイドミラーも追い越し
車線から来る車の割り込みに対応できるように見なければなりません。お客さんが
席を立っているなどの室内の状態も見なければなりません。つまり前方をずっと見
ている訳にはいきません。わき見運転をしているように見えるお客様から今までに
何度も「前を見て運転しろよ」と言われましたが運転は車間距離を保っていれば
前方はずっと見ている必要性は全く無く前だけ見て運転をする事は本当に危険
な事だと感じないといけないでしょう。制動力が劣るという話とは少し逆になります
が大型車を運転している者として小型車の車間距離の少なさが事故に繋がりま
す。大型車は殆どがマニュアル車でエキゾーストブレーキがフットブレーキの他に付
いています。最近の大型者は二段階のエキゾーストブレーキにエアフットブレーキが
ありトラックなどは急停車する事が観光バスとは条件が違いますので可能です。エ
キゾーストブレーキもバックランプに非連動式である大型車もありますのでブレーキ
ランプが光る車と光らない車がありますので車間距離をとらずに大型車に至近距
離で付く小型車は前方もよく見えずオートマ車でフットブレーキだけですから玉突
き事故をする危険性が高いの気をつけましょう。玉突き事故は後方の車の責任、
事故をして怪我をするのは小さい車だという事は常に忘れないようにしましょう。
最後にゴールデンウィークに家族や恋人と行くならどこかお勧めか？僕のお勧めは
テーマパークではない所です。何も無い所がお勧めです。渋滞もないけれど楽し
い施設もありません。だけど何もない所に家族と恋人とあなたと行く事だけでそれ
がきっときっとほんとの幸せなのでしょう。そのことに最近気がつきました。皆様も安
全運転で楽しいゴールデンウィークをお過ごしください。
＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊

★☆いるまち情報局☆★

私のオススメ

 さて、入間・所沢と紹介してきましたが今回ご紹介するお店も入間市から程近い
狭山市にある「狭山Curry工房りとるほっと」さんです。実はこのお店今お読み頂い
てる頃に店舗を移転して新装開店している頃だと思います。今までは狭山市の奥
富で営業されていましたが、この度狭山市東三ツ木でリニューアルオープンする事
に！！ところで皆さんがカレー専門店といって1番に想像するのって何ですか？やた
ら香辛料の香りがするとか、インド人のコックさんがいるとか・・・そういう意味ではこの
お店は、一寸ばかり違うんです。いつ行ってもオーナーが「こんにちは！」って笑顔で
出迎えてくれて知り合いのところへ来た感じなんです。なんて言うかホッとするんです、
だからと言って雰囲気だけじゃなく何と言ってもカレーが美味い！オーナー曰く、本格
手作りでテーマは【美】と【健康】で疲労回復・美肌効果・新陳代謝活性というカレ
ー。香り風味豊かなスパイス・たっぷりの野菜・果物・ポークコラーゲンスープ・味噌・
醤油などじっくり煮込んでいるそうです。私は色々食べましたが個人的に女性や小
さいお子さんには『幸せのオムカレー』がおすすめ。カレーの上にたっぷりのたまご！
たまごの甘さとカレーの辛さが程よくマッチして食べやすく優しい味付けになってます。
男性には某テレビでも特選素材に選ばれたサイボクのゴールデンポークが入ったポ
ークカレーがボリュームがあっていいかも！今まで住宅街にあって（かなりわかりづら
かった）穴場的なお店でしたが結構遠方からも来られるお客様も多かった人気店
ですね。お土産も出来るので買って帰るのもおすすめです。日々新メニューの提供
に頑張ってるオーナーですから仲良くなると裏メニューが食べられるかも・・・とにかくコ
コロに優しく愛情たっぷりのカレーを食べさせてくれるお店です。
〒３５０－１３０２　狭山市東三ツ木２７４－１
営業時間１１：３０～１４：３０　１８：００～２１：３０
狭山Curry工房　りとるほっとさんのHPはこちら↓

http://padonavi.padotown.net/detail/pages/5101/00000020000.html
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＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊

★☆会員募集☆★

　わたしたち、社団法人入間青年会議所では地域社会の発展等の為に活動し
ています。「個人の修練」・「社会への奉仕」・「世界との友情」という３つの信条の
もとリーダーシップを持つ社会人になるべく行動し理想とする明るい豊かな社会を
築き上げるために日々頑張っています。
ＪＣは熱く議論を交わし、共に汗を流しながら実践経験を積む事が出来ます。Ｊ
Ｃには何物にも代えがたい時間と経験を全員が掴むチャンスがあります。２０～４
０才の限られた期間を一緒に全力で駆け抜けてみませんか？
社団法人入間青年会議所ＨＰはこちら↓
　　　　　　URL　   　http://iruma.jp/jc/
 
＊━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━＊

★☆編集後記☆★

　最後まで読んでいただきありがとうございます。

満開だった桜も散りいよいよ入間の地がお茶の新緑の季節がやってきますね。 

２号から１ヶ月間、この１ヶ月間は人生の別れや新たな出会いの季節でしたね！

皆様はこの季節に素敵な出会いがあったでしょうか？

この季節に思う私の大好きな言葉があります。

　「一期一会」
「一期一会」は、一生に一度限り、これが最後かも知れない、と心深く出会うこと。
案外、そんな心の持ち様が幸せになれる道なのかも知れません。

人生は、出会いと別れなのですから・・・。

　さて、第３号はいかがでしたか？皆様のお役立ち情報はありましたでしょうか？

このメールマガジンも毎回「一期一会」の心で作りあげていきたいと思います。

また、このメールマガジンでわたしたち、社団法人入間青年会議所をもっともっと

身近に感じていただけたらありがたいと思っております。

　これからも月1回（毎月１５日発行）で皆様へ、配信させていただきます。

より良いものにしていきたいと思いますので、皆様からのご意見、ご要望

お待ちしております。

それでは４号もよろしくお願いします！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報・会員開発委員会　吉田　繁

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

《入間JCメールマガジンについてのお問い合わせは》

広報・会員開発委員会　

委員長　車﨑　真嗣（くるまざき　まさつぐ）

e-mail    masa@kurumazaki.com

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

配信中止は下記アドレスへ

宛先　 　irumajc@ictv.ne.jp

件名　　【配信中止】とお書き下さい

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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